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皆
さ
ん
の
善
意
に
よ

る
無
償
の
献
血
が
、

尊
い
命
を
救
い
ま
す

　

人
間
の
生
命
を
維
持
す
る
た

め
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
血

液
は
、
人
工
的
に
造
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
血
液
は

生
き
た
細
胞
で
、
長
期
間
に
わ

た
っ
て
保
存
す
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。
輸
血
に
必
要
な
血
液

を
確
保
し
て
お
く
た
め
に
は
、

絶
え
ず
誰
か
の
献
血
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

　

区
内
で
は
、
各
学
区
の
献
血

組
織
の
ご
尽
力
に
よ
り
、
献
血

が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
平
成

22
年
度
は
、
各
学
区
１
回
、
述

べ
19
回
実
施
（
待
賢
・
仁
和
は

２
回
）
さ
れ
ま
し
た
。
献
血
者

数
は
625
人
で
、
対
前
年
度
比

95
％
と
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
各
学
区
で
実
施
し
て

い
る
献
血
は
、
①
400 

ml
②
200 

ml

の
２
つ
の
方
法
で
す
。
400 

ml
献

血
は
、
輸
血
の
効
果
を
高
め
、

副
作
用
や
ウ
ィ
ル
ス
感
染
な
ど

の
リ
ス
ク
を
少
な
く
で
き
る
た

め
、
そ
の
必
要
性
は
ま
す
ま
す

高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
善
意
で
支
え
ら
れ

て
い
る
献
血
は
、
こ
の
ま
ま
減

少
傾
向
が
続
く
と
、
生
命
を
救

う
医
療
に
支
障
を
き
た
す
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。
少
子
高
齢
化
を

迎
え
て
い
る
現
在
、
幅
広
い
年

齢
層
に
よ
る
献
血
が
必
要
で
す
。

　

献
血
に
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

○献血基準（400ml）
年齢　男性　17～69歳
　　　女性　18～69歳
（65歳以上の方は、60～64歳に献血経験がある方に限ります）
体重　男女とも50kg以上
年間献血回数　男性　３回以内
　　　　　　　女性　２回以内
年間総献血量　男性　1,200ml以内
　　　　　　　女性　  800ml以内

問
＝
健
康
づ
く
り
推
進
課
管
理

担
当
（
☎
432
・
３
２
２
１
）

車
い
す
の
一
時
貸
出
し
を

行
っ
て
い
ま
す

対
象　
「
け
が
を
し
て
い
る
」「
介

護
保
険
申
請
中
」「
移
動
が
困
難

な
高
齢
者
等
と
一
緒
に
旅
行
な
ど

に
出
か
け
る
」
な
ど
の
理
由
で
、

車
い
す
が
必
要
な
区
内
在
住
の
方

使
用
期
間　

最
長
１
か
月

使
用
可
能
台
数　

15
台
（
原
則
１

人
１
台
）

使
用
料　

無
料

申
込
み　

平
日
の
午
前
９
時
〜
午

後
５
時（
正
午
〜
午
後
１
時
を
除
く
）

※
事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
搬
出
入
は
各
自
で
お

願
い
し
ま
す
。

「
介
護
者
の
つ
ど
い
」
開
催

日
時　

８
月
30
日
（
火
）
午
後
１

時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所　

上
京
区
社
協

対
象　

区
内
在
住
の
高
齢
者
を

介
護
さ
れ
て
い
る
方

内
容　
「
介
護
経
験
者
に
聞
こ

う
！
介
護
の
ポ
イ
ン
ト
や
介
護
者

の
健
康
維
持
！
」

講
師　

認
知
症
の
人
と
家
族
の
会

申
込
み　

電
話
又
は
FAX
に
て
受

付子
育
て
ル
ー
ム
や
っ
て
ま
す
！

○
上
京
チ
ル
ド
ピ
ア
（
毎
週
火･

木･

金
曜
日
）

○
聚
楽
エ
ン
ジ
ェ
ル
（
毎
週
水
曜

日
）

対
象　

３
歳
ま
で
の
子
ど
も
と
保

護
者

時
間　

午
前
10
時
〜
正
午

場
所　

上
京
区
社
協
２
階

問
＝
上
京
区
社
協
（
☎
432
・
９
５

３
５
、
FAX 

432
・
９
５
３
６
、
堀

川
通
中
立
売
西
入
一
筋
下
る
）

　

本
市
で
は
、
市
内
在
住
の
医
療

保
険
加
入
者
を
対
象
に
、
医
療
費

の
自
己
負
担
額
（
一
部
負
担
金
の

あ
る
制
度
は
そ
の
一
部
）
を
助
成

す
る
福
祉
医
療
制
度
（
表
）
を
設

け
て
い
ま
す
。
適
用
を
受
け
る
に

は
、
申
請
が
必
要
で
す
。
支
給
内

容
、
一
部
負
担
金
や
申
請
に
必
要

な
書
類
等
に
つ
い
て
は
担
当
課
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
＝
福
祉
介
護
課
福
祉
担
当
（
☎

441
・
５
１
０
３
、
３
階
⑱
番
窓

口
）、
保
険
年
金
課
保
険
給
付
・

年
金
担
当
（
☎
441
・
５
１
３
８
、

１
階
⑤
番
窓
口
）

入
院
に
よ
り
高
額
療
養

費
が
見
込
ま
れ
る
方
は
、

事
前
に
「
限
度
額
適
用

認
定
証
」
等
を
申
請
し

て
い
た
だ
け
ま
す

　

入
院
予
定
で
、
高
額
な
自
己
負

担
金
が
見
込
ま
れ
る
場
合
、
事
前

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。「
限
度
額

適
用
認
定
証
」
等
を
申
請
に
よ
り

交
付
い
た
し
ま
す
。「
認
定
証
」

を
医
療
機
関
へ
ご
提
示
い
た
だ
く

と
、
次
の
よ
う
な
適
用
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

ア　

入
院
時
の
医
療
費
の
支
払
い

が
世
帯
の
自
己
負
担
限
度
額
ま
で

で
済
み
ま
す
。

イ　

入
院
時
の
食
事
代
が
減
額
さ

れ
ま
す
（
市
民
税
非
課
税
世
帯
の

方
に
限
る
）。
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ここはここは
　どこ？　どこ？

第185回

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

荒
神
口
通
寺
町
西
入
荒
神
町

に
あ
る
護
浄
院
は
、
清

荒
神
の
通
称
で
知
ら
れ
、

通
り
名
に
も
な
っ
て
い

ま
す
。
本
尊
と
し
て
三

面
六
臂
の
恐
ろ
し
い
形

相
を
し
た
三
宝
荒
神
の

像
を
安
置
し
、
古
く
か

　

正
解
者
の
中
か
ら
、
抽
選
で
３

名
の
方
に
記
念
品
を
差
し
上
げ

ま
す
。

　

前
回
の
正
解
は

護
浄
院
（
清き

よ
し
こ
う
じ
ん

荒
神
）
で
す
。

　

多
数
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う

ら
火
の
守
護
神
と
し
て
竈

か
ま
ど
に
祭

ら
れ
て
き
ま
し
た
。
元
は
摂
津

勝
尾
山
の
清
荒
神
を
室
町
時
代

初
め
に
京
都
へ
勧
請
し
、
慶
長

五
年
（
一
六
〇
〇
）
こ
の
地
に

移
さ
れ
ま
し
た
。
室
町
時
代
は

宮
中
の
信
仰
が
篤あ

つ

く
、
女
官
が

度
々
代
参
し
て
い
た
こ
と
が
当

時
の
古
記
録
か
ら
知
ら
れ
ま

す
。（
い
）

　

は
が
き
に
、
答
え
と
住
所･

氏
名･

年
齢
・
本
紙
へ
の
感
想

等
（
感
想
は
紙
面
で
掲
載
の
場

合
あ
り
）
を
ご
記
入
の

う
え
、
〒
602
―

８
５
１

１　

上
京
区
役
所
「
か

み
ぎ
ょ
う
」
係
ま
で
。

締
切
り
は
８
月
31
日

（
消
印
有
効
）。

ヒント
源義経とつながり
があります

市の
福祉医療制度

制度名
（問合せ先） 対象となる方

母子家庭等医療
（福祉介護課）

次のいずれかに該当する方
①生計を一にする父親のいない児童、②①の児童
と生計を一にする母親、③両親のいない児童とそ
の児童を扶養する20歳未満の方、④父親に重度の
障害がある児童など

老人医療
（福祉介護課）

65歳以上70歳未満で、次の①又は②の方
①所得税非課税世帯の方、②ア．寝たきり、イ．
一人暮らし、ウ．同居者が親族のみで、全員が60
歳以上、18歳未満又は一定の障害のある方の世帯

重度心身障害者
医療
（福祉介護課）

次のいずれかに該当する方
①１級又は２級の身体障害者手帳を持っている方、
②知能指数が35以下の方、③３級の身体障害者手
帳を持ち、知能指数が50以下の方、④３歳未満で
障害の程度が①～③と同程度の方

重度障害老人健
康管理費
（保険年金課）

後期高齢者医療を受給していて、重度心身障害者
医療の①～③のいずれかに該当する方

※所得制限あり
※老人医療は一部負担金を払う必要があります。

※
「
認
定
証
」
の
交
付
を
受
け
る

た
め
に
は
、
保
険
証
と
印
か
ん
を

持
っ
て
、
保
険
年
金
課
に
申
請
し

て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

※
国
民
健
康
保
険
に
ご
加
入
の
70

歳
未
満
の
方
に
つ
い
て
は
、
保
険

料
を
滞
納
し
て
い
る
場
合
、
前
記

の
ア
が
適
用
さ
れ
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

※
国
民
健
康
保
険
に
ご
加
入
の
70

〜
74
歳
の
方
、
後
期
高
齢
者
医
療

に
ご
加
入
の
方
で
市
民
税
課
税
世

帯
の
方
は
、
お
手
持
ち
の
高
齢
受

給
者
証
又
は
後
期
高
齢
者
医
療
被

保
険
者
証
を
医
療
機
関
へ
ご
提
示

い
た
だ
く
と
、
医
療
費
の
支
払
い

が
世
帯
の
自
己
負
担
限
度
額
ま
で

で
済
み
ま
す
の
で
、
申
請
は
不
要

で
す
。

問
＝
保
険
年
金
課
保
険
給
付
・
年

金
担
当
（
☎
441
・
５
１
３
８
、
１

階
⑤
番
窓
口
）

国
民
健
康
保
険
、
後
期
高
齢
者
医
療

か
ら
の
お
知
ら
せ

　
「
学
ま
ち
コ
ラ
ボ
事
業
」（
大
学

地
域
連
携
モ
デ
ル
創
造
支
援
事

業
）
と
は
、
本
市
と
公
益
財
団
法

人
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
京
都
が

協
働
で
、
大
学
・
短
期
大
学
や
地

域
の
団
体
か
ら
、
大
学
と
地
域
が

一
体
と
な
っ
た
ま
ち
づ
く
り
や
地

域
の
活
性
化
を
目
的
と
す
る
事
業

を
募
集
し
、
選
考
の
う
え
助
成
を

行
う
も
の
で
す
。
今
年
度
は
８
件

を
認
定
し
ま
し
た
。

　

上
京
区
関
連
で
は
次
の
事
業
を

認
定
し
ま
し
た
。

○
よ
う
北
野
ま
つ
り
（
佛
教
大

学
）

　

地
域
に
お
け
る
つ
な
が
り
を
創

る
き
っ
か
け
づ
く
り
と
し
て
、
８

月
16
日
に
北
野
天
満
宮
で
よ
う
北

野
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
す
。

○
都
ラ
イ
ト
（
京
都
精
華
大
学
、

京
都
造
形
芸
術
大
学
、
立
命
館
大

　

下
表
の
手
当
の
支
給
を
引
き
続

き
受
け
て
い
た
だ
く
た
め
に
は
、

８
月
中
の
そ
れ
ぞ
れ
指
定
さ
れ
た

期
間
に
届
出
を
し
て
い
た
だ
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

届
出
を
お
忘
れ
に
な
る
と
、
８

月
分
以
降
の
支
給
が
受
け
ら
れ
な

く
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

現
況
届
・
所
得
状
況

届
の
提
出
を
お
忘
れ

な
く

学
、
京
都
教
育
大
学
）

　

京
の
伝
統
建
築
・
町
家
を
舞
台

に
、
照
明
に
よ
っ
て
「
暮
ら
し
の

灯
り
」
を
表
現
し
、
格
子
状
の
美

し
い
光
で
通
り
を
照
ら
し
出
し
ま

す
。

問
＝
市
・
市
民
協
働
政
策
推
進
室

（
☎
222
・
３
１
０
３
）、（
公
財
）

大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
京
都
（
☎

353
・
９
１
６
３
）

　

社
会
人
を
対
象
と
し
た
生
涯
学

習
講
座｢

京
カ
レ
ッ
ジ｣

の
後
期

講
座
受
講
生
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
受
付
は
郵
送
の
場
合
は
８
月

13
日
（
土
）
〜
27
日
（
土
）（
必

着
）。
８
月
20
日
（
土
）
〜
27
日

（
土
）
は
窓
口
で
も
午
前
９
時
か

ら
午
後
５
時
ま
で
受
け
付
け
ま
す

（
時
間
厳
守
）。
応
募
方
法
な
ど
、

詳
し
く
は
、
区
役
所
な
ど
で
配
布

す
る
募
集
ガ
イ
ド
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

〈
区
内
の
実
施
校
〉

同
志
社
大
学

　

聖
書
学
２
―
旧
約
聖
書
を
読
む

⑵
―

　

コ
ン
テ
ン
ツ
産
業
の
現
状
と
課

題　

な
ど

問
＝
（
公
財
）
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ

年金・手当 提出書類 提出先・問合せ先

児童扶養手当 現況届
支援保護課
支援第一担当
（☎441-5119、
３階⑮番窓口）

特別児童扶養手当 所得状況届
支援保護課
支援第二担当
（☎441-5121、
３階⑯番窓口）

特別障害者手当

現況届
障害児福祉手当
経過的福祉手当
外国籍市民重度障
害者特別給付金

上
京
区
関
連
の

「
学
ま
ち
コ
ラ
ボ
事
業
」

ア
ム
京
都
京
カ
レ
ッ
ジ
係
（
☎

353
・
９
１
４
０　

月
曜
休
館
）

京み
や
こ

カ
レ
ッ
ジ
後
期
講
座

受
講
生
募
集

エ
コ
ま
ち
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
だ
よ
り

エ
コ
ま
ち
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
だ
よ
り

　

皆
さ
ん
は
包
丁
・
は
さ
み
・

カ
ッ
タ
ー
等
の
刃
物
類
を
ご
み
と

し
て
出
す
と
き
、
ど
の
よ
う
に
出

さ
れ
て
い
ま
す
か
？

　

本
市
で
は
、
お
持
ち
込
み
い
た

だ
く
か
、
燃
や
す
ご
み
と
し
て
お

出
し
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

○
持
ち
込
み
の
場
合

　

上
京
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー　

（
旧
上
京
ま
ち
美
化
事
務
所
・
中

立
売
通
油
小
路
東
入
甲
斐
守
町

100
）
に
て
窓
口
回
収
し
て
い
ま

す
。
平
日
は
午
前
９
時
〜
午
後
５

時
、
土
日
祝
日
は
午
前
９
時
〜
午

後
４
時
に
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

回
収
し
た
も
の
は
、
適
正
に
リ

サ
イ
ク
ル
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
み

減
量
の
た
め
に
も
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

○
燃
や
す
ご
み
で
排
出
す
る
場
合

　

そ
の
ま
ま
ご
み
袋
に
入
れ
て
出

さ
れ
ま
す
と
、
歩
行
者
な
ど
に
危

害
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
収
集
員
が
ケ
ガ
を
し

た
ケ
ー
ス
も
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

必
ず
燃
や
す
ご
み
の
袋
（
黄
色
指

定
袋
）
に
、
厚
紙
等
で
全
体
を
包

み
、
ご
み
袋
の
中
央
付
近
に
入
れ

て
お
出
し
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ご
不
明
な
点
は
、
上
京
エ
コ
ま

ち
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ま
で
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
＝
上
京
エ
コ
ま
ち
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
（
☎
366
・
０
７
７
６
、
２
階
⑳

番
窓
口
）

暮らしの行政困りごと相談

日時　９月13日（火）13：30～
15：00
場所　まちづくり推進課（１階
①番窓口）
問＝京都行政評価事務所（☎
211-1100）

　

６
月
５
日
、
上
京
区
体
育
振
興

会
連
合
会
主
催
に
よ
る
第
53
回
上

京
区
壮
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

が
、
１
部
、
２
部
合
わ
せ
て
、
17

チ
ー
ム
が
参
加
し
、
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

好
プ
レ
ー
が
随
所
に
見
ら
れ
る

熱
戦
の
結
果
、
１
部
は
、
室
町
体

振
チ
ー
ム
＝
写
真
＝
、
2
部
は
、

正
親
体
振
チ
ー
ム
が
そ
れ
ぞ
れ
優

勝
し
ま
し
た
。
１
部
優
勝
の
室
町

体
振
チ
ー
ム
は
、
７
月
24
日
に
開

　

今
年
３
月
に
発
生
し
、
未
曾
有

の
大
災
害
と
な
っ
た
東
日
本
大
震

災
や
、
平
成
７
年
の
阪
神
・
淡
路

大
震
災
な
ど
、
数
々
の
大
地
震
で

多
く
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
、
私
た

ち
に
は
多
く
の
教
訓
が
残
さ
れ
ま

し
た
。

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、

85
％
以
上
の
方
が
地
震
発
生
か
ら

わ
ず
か
15
分
足
ら
ず
の
間
に
家
の

倒
壊
や
家
具
な
ど
の
下
敷
き
に

な
っ
て
亡
く
な
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
倒
壊
し
た
家
屋
な
ど
の

下
敷
き
に
な
っ
た
方
々
の
約
９
割

が
近
隣
住
民
や
地
元
の
消
防
団
員

に
救
出
さ
れ
た
と
報
告
さ
れ
て
い

ま
す
。　

　

こ
の
よ
う
な
大
災
害
が
発
生
し

た
場
合
、
行
政
機
関
の
対
応
に
も

限
界
が
あ
り
、
一
刻
を
争
う
短
時

間
の
人
命
救
出
に
は
、
現
場
付
近

の
住
民
の
初
期
活
動
が
と
て
も
大

切
な
の
で
す
。

　

地
域
の
自
主
防
災
組
織
は
、
地

域
の
方
々
の
命
を
つ
な
ぐ
頼
み
の

綱
で
す
。
災
害
発
生
時
、
地
域
住

民
が
団
結
し
て
活
動
で
き
る
よ

催
さ
れ
た
京
都
市
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会
壮
年
の
部
に
上
京
区
代
表
と

し
て
出
場
し
ま
し
た
。

　

区
内
に
お
け
る
精
神
保
健
福
祉

の
向
上
を
図
り
、
心
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
を
目
指
す
ま
ち
づ
く
り
を
目

的
に
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　

９
月
29
日
（
木
）・
10
月

７
日
（
金
）
午
後
１
時
30
分
〜
４

時
（
開
場
午
後
１
時
〜
）

＊
２
日
と
も
同
じ
内
容

場
所　

上
京
消
防
署
４
階
講
堂

第
53
回
上
京
区
壮
年

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

テ
ー
マ
「
ひ
び
き
あ
う　

こ
こ
ろ

と
こ
こ
ろ
」
〜
地
域
で
育
む
こ
こ

ろ
の
つ
な
が
り
〜

内
容

・
当
事
者
及
び
地
域
の
体
験
発
表

と
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

・
当
事
者
と
地
域
の
役
割
を
山
根

寛
先
生
と
と
も
に
話
し
合
う
。

料
金　

無
料

定
員　

50
名

申
込
み　

９
月
15
日
（
木
）
ま
で

に
氏
名
と
参
加
希
望
日
を
電
話
で

お
伝
え
く
だ
さ
い
。

問
＝
健
康
づ
く
り
推
進
課
母
子
・

精
神
保
健
担
当
（
☎
432
・
３
２
２

１
）

「
上
京
こ
こ
ろ
の
ふ
れ
あ
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

セ
ミ
ナ
ー
の
お
知
ら
せ

　

春
日
学
区
が
上
京
区
の
「
エ
コ

学
区
」
に
決
ま
り
ま
し
た
。

　

エ
コ
学
区
で
は
、
省
エ
ネ
を
推

進
し
、
環
境
学
習
や
実
験
的
事
業

等
に
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
で

地
域
ぐ
る
み
で
環
境
に
や
さ
し
い

活
動
を
総
合
的
に
実
践
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

問
＝
市
地
球
温
暖
化
対
策
室
（
☎

222
・
４
５
５
５
）

う
、
普
段
か
ら
地
域
の
つ
な
が
り

を
大
切
に
し
、
い
ざ
と
い
う
時
に

備
え
ま
し
ょ
う
。

震
災
時
、
救
出
に
役
立
つ
器
材

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
後
に
実
施

さ
れ
た
被
災
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト

に
よ
る
と
、
救
出
活
動
を
さ
れ
た

住
民
の
意
見
に
次
の
よ
う
な
も
の

が
あ
り
ま
し
た
。

○
の
こ
ぎ
り
は
倒
壊
し
た
土
壁
の

竹
や
縄
を
切
る
の
に
最
適
だ
っ

た
。

○
バ
ー
ル
や
自
動
車
用
の
ジ
ャ
ッ

キ
で
倒
壊
家
屋
に
す
き
間
を
作
っ

た
。

○
ハ
ン
マ
ー
で
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を

割
っ
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
を
総
合

す
る
と
、
救
出
に
役
立
つ
器
材
は

バ
ー
ル
・
の
こ
ぎ
り
・
ハ
ン

マ
ー
・
お
の
・
シ
ョ
ベ
ル
・
自
動

車
用
ジ
ャ
ッ
キ
で
し
た
。

　

実
際
、
ご
家
庭
で
お
使
い
の
こ

れ
ら
の
器
材
が
、
救
出
活
動
に
非

常
に
役
に
立
っ
た
と
い
う
事
例
が

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
数
多
く
の
被
災
現
場

で
は
、
救
出
作
業
に
使
え
る
器
材

が
足
ら
ず
、
救
出
に
当
た
っ
た
住

民
の
ほ
と
ん
ど
の
方
々
が
素
手
で

作
業
さ
れ
、
困
難
を
極
め
た
と
報

告
さ
れ
て
い
ま
す
。

ショベル 自動車用ジャッキ

バール　　のこぎり　  ハンマー・おの

各
学
区
に
配
備
さ
れ
て
い
る
防
災

器
材
を
使
い
こ
な
し
ま
し
ょ
う

　

本
市
で
は
、
こ
の
こ
と
を
教
訓

と
し
て
、
救
出
・
救
護
活
動
を
早

期
に
効
率
よ
く
行
う
た
め
、
市
内

の
全
自
主
防
災
会
に
救
出
・
救
護

器
材
と
そ
れ
ら
を
収
納
す
る
防
災

器
材
格
納
庫
を
配
備
し
て
い
ま
す
。

　

災
害
発
生
直
後
は
、
地
域
の
皆

さ
ん
に
よ
り
救
出
・
救
護
活
動
を

行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
と

な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
事
態
に
な
っ
て
も
、
救

出
・
救
護
活
動
を
よ
り
早
期
に
効

率
よ
く
行
え
る
よ
う
、
防
災
器
材

格
納
庫
の
設
置
場
所
や
防
災
器
材

の
取
扱
方
法
な
ど
を
あ
ら
か
じ
め

知
っ
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

地
域
で
実
施
さ
れ
る
防
災
訓
練
な

ど
に
参
加
し
、
防
災
器
材
の
取
扱

方
法
を
覚
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
地
域
の
災
害
対
応
力
を

強
化
す
る
た
め
、
自
主
防
災
部
や

町
内
会
単
位
で
も
防
災
器
材
の
準

備
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

京都市が設置した防災器材格納庫

問
＝
上
京
消
防
署
（
☎
431
・
１
３

７
１
、
FAX 

414
・
１
９
９
９
）

〒
602－

８
０
３
１　

上
・
釜
座
通

下
立
売
下
る
東
裏
辻
町
398

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://www.

city.kyoto.lg.jp/shobo/
soshiki/25-8-0-0-0_2.html

大
地
震
に

備
え
ま
し
ょ
う
！



学
区
単
位
で
エ
コ
に

取
り
組
む
「
エ
コ
学

区
」
決
定
！


